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就任の御挨拶   内閣府特命担当大臣　山 本　一 太

プロフィール   内閣府特命担当大臣　山 本　一 太
  　　   内閣府副大臣　　　　伊 達　忠 一
  　　   内閣府大臣政務官　　島 尻　安 伊 子

平成24年　沖縄総合事務局の主な動き

第５回沖縄国際映画祭開催！～地域の魅力を発信します～
特 集

特集１　総　務　部　平成25年度内閣府沖縄担当部局予算（案）について
特集２　経済産業部　「特定商取引法の一部改正について」
　　　　　　　　　　　～新しい取引類型として「訪問購入」が規制されることになりました～
特集３　開発建設部　建設業における社会保険未加入対策について

なかゆくい

仕事の窓
仕事の窓１　財　務　部　管内経済情勢報告
仕事の窓２　経済産業部　『沖縄の企業を海外へ』
仕事の窓３　開発建設部　『手づくり郷土賞』【国土交通大臣表彰】
　　　　　　　　　　　　　沖縄市の『越来城水辺公園』が受賞
仕事の窓４　運　輸　部　小学生を対象に「海事教室」を実施

本土復帰40周年記念リレー講演会の開催
沖縄フロンティア戦略会議の開催
総　務　部　中学校で出前授業「独占禁止法教室」を開催―市場における競争の重要性を学ぶ―
農林水産部　「沖縄地域6次産業化セミナー」 ～島のたからで新たな事業を創り出す、明るい未来～の開催について

　商標は、商品やサービスを購入する人が商品やサービスを誰が提供しているのかという
ことが分かる商品名やマークといったもののことをいいます。近年の地域ブランド化への
取組が活発化してきたことによって、地域との密接な関係性を有する商品やサービスに対
して「地域の名称」と「商品名」を組み合わせた商標「地域団体商標」の登録ができるよ
うになりました。今回は沖縄県の「地域団体商標」である「八重山かまぼこ」を紹介させ
ていただきます。
　「八重山かまぼこ」は、八重山近海で獲れるアオブダイなどの白身魚をふんだんに使っており、生地に混ぜ
る卵も全卵が使われています。沖縄本島のかまぼこは、主にマグロやカジキマグロを使っており、卵も卵白の
みが使われることが多く、八重山かまぼこは地域性だけでなく原材料も沖縄本島のかまぼこと違いがあります。
また、八重山観光振興協同組合は、地域団体商標として「石垣の塩」も取得しており、八重山かまぼこにはこ
の石垣の塩が使われています。
　八重山かまぼことして代表的なものとしては、丸くて細長いマルーグヮーと刻まれた野菜が混ざっている一
口サイズのタラシ揚げがありますが、お米入りやゆで卵入りなど会社ごとに工夫を凝らした商品が開発・販売
されています。
　八重山かまぼこは石垣島内だけに卸されており、石垣島内向けと観光用のお土産として販売されています。
皆さんも石垣島へお越しの際には「八重山かまぼこ」を是非御賞味ください。

権 利 者：八重山観光振興協同組合
商標登録：第5112416号

#6   八重山かまぼこ

地
域 団体商標

■ 本紙タイトルについて　　　群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。

表紙写真

西表島の
子午線モニュメント

（竹富町）

◆

　竹富町西表島に東経１
23度45分6.789秒という子
午線が通っていることを記
念して造られた「竹富町子
午線ふれあい館」とういう
資料館のモニュメントで
す。
　この子午線は国土地理
院沖縄支所が1997年に発
見したもので、毎夜19、20、
21、22時にモニュメントか
ら子午線を示すレーザー
が夜空に映し出されます。
西表島を訪れた際には是
非お立ち寄りください。

撮影：沖縄総合事務局　
島田　成久

就任の御挨拶
G r e e t i n g

国立沖縄戦没者墓苑を参拝 久高島を視察 那覇空港新貨物ターミナルを視察

山 本　一 太

内閣府特命担当大臣
やま　  もと　 　　いち　　た

̶  沖 縄 訪 問 の 様 子  ̶̶  沖 縄 訪 問 の 様 子  ̶̶  沖 縄 訪 問 の 様 子  ̶
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安倍総理と共に沖縄科学技術大学院大学を視察
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成
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年
1
月
23
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仲井眞沖縄県知事との懇談

　この度、第２次安倍内閣において沖縄担当大臣に就任いたしました。
　沖縄担当大臣として、できるだけ何度も沖縄に行き、沖縄の方の気持ちに寄り添うように、
との安倍総理の御指示の下、就任からこれまで４回沖縄を訪問させていただきました。初
訪問の際には、閣僚として初めて「久高島」に行き、琉球開闢の神様が降り立ったとも言
われる「神の島」のエネルギーに触れ、沖縄の魂と神秘の一端に接した思いです。
　また、那覇空港の新貨物ターミナルや沖縄科学技術大学院大学などの視察を通し、沖縄
が秘める可能性を実感いたしました。東アジアの中心に位置する地理的特性や日本一高い
出生率といった優位性・潜在力をいかすことで、沖縄は日本経済活性化のフロントランナー
になり得ると私は思っております。
　沖縄の実情を自分の目で確かめ、また地元の方々の声を直接お聞きすることは大変重要
です。今後とも、機会があれば何度も沖縄を訪れ、その成果を施策に反映させてまいります。

かいびゃく


